




                                   

  

3 
 

問２ コミュニケーションと情報デザインに関して，次の問いに答えなさい。 

 

(１) 次の説明⽂を読み，空欄の（ A ）から（ C ）に⼊る適当な⾔葉を以下の解答群か

らそれぞれ１つずつ選び，記号で答えなさい。 

まわりにある事象を数字，⽂字，記号などで表したものを（ A ），それを⼈間にとっ

て意味や価値のあるものにしたものを（ B ）と呼ぶ。（ B ）を分析し，体系化して

問題解決に活⽤できるようにしたものを（ C ）という。 

【解答群】 

ア. メディア イ. 知識 ウ. ビッグデータ エ. データ オ. 情報 

 

(２) ⾝の回りにある多くの情報の中から必要な情報を⾒つけたり，内容に偏りがあったり，

信憑性が保証されていない情報から，真偽を判断し適切な情報を取り出し，活⽤できる

能⼒を何というか。以下の選択肢から 1 つ選び，記号で答えなさい。 

ア. 情報モラル イ. 情報セキュリティ ウ. デジタルデバイド エ. 情報検索 

オ. メディアリテラシー 

 

(３) 以下に⽰したコミュニケーションの中で，⾮同期型のものはどれか。以下の選択肢

の中から該当するものを全て選び，記号で答えなさい。 

ア. 電⼦メール イ. 電話 ウ. ビデオ通話 エ. ⼿紙 オ. 電⼦掲⽰板 

 

(４) 電⼦メールを送る際，他の受信者へメールアドレスを知らせることなく，同⼀のメー

ルを送りたいときに使⽤する送り先欄のことを何というか。以下の選択肢から 1 つ選び，

記号で答えなさい。 

ア. To イ. From ウ. CC エ. BCC オ. Reply-to 
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変換するために，  ク  と呼ばれる仕組みが⽤いられる。このような過程を経て私達

はWebサイトを閲覧することが出来るようになっているがインターネットには様々な危険

性があり，アクセスしたいサイトとは異なる偽のWebサイトに誘導されてしまうこともあ

るので注意が必要である。 

 

（１）空欄  ア  から  ク  にあてはまる，最も適当な⽤語を答えなさい。 

 

（２）①の部分が「http」と「https」の場合との違いについて説明しなさい。 

 

（３）波線部   について，どのように注意をしたら被害を防ぐことができるか，具体

的に説明しなさい。 

 

問４ 次の⽂章を読み，空欄の( ア )から( カ )に当てはまる数値，2 進数表現，16 進数表 

現を答えなさい。 

 

情報量の最⼩単位をビットといい，1 ビットは 2 通りの状態を表現できる。ビット数を増

やすと表現できる情報量が増え，３ビットでは( ア )通りの状態を表現でき，( イ )ビット

では，128 通りの状態を表現できる。 

０と１で２つの状態を表現する場合，ビットは 2 進数の 1 桁に相当する。⽇常的に使う

10 進数を 2 進数で表現することができる。10 進数の 12 を 2 進数で表現すると( ウ )であ

り，10 進数の( エ )を 2 進数で表現すると 1001 である。2 進数を下位から 4 桁ずつ区切

り，16 進数で表現することができる。2 進数の 00101011 を 16 進数で表現すると( オ )で

あり，2 進数の( カ )を 16 進数で表現すると E5 である。 

 

問５ 次の⽂章を読み，空欄の( ア )から( カ )に当てはまるものを以下の解答群より 1 つ

ずつ選び，記号で答えなさい。 

 

現実に発⽣する様々な現象の関係性を抽象化し，図や数式などを⽤いて⾒通し良く表現

したものをモデルとよび，モデルを⽤いて計算機上で⾏う現象の⼈⼯的な再現実験を
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(  ア )とよぶ。(  ア )の⽅法には様々なものがあるが，その中の⼀つに確率的な⽅法と

して知られる(  イ )がある。(  イ )の具体的な例として，どの値も等しい確率で発⽣す

る(  ウ )乱数を計算機上で発⽣させ，この乱数をモデルに代⼊して分析対象の推定値を計

算するという⼿続きを繰り返す⽅法がある。 

計算機上で 1，2，3 のいずれかの値を発⽣する(  ウ )乱数を 10 個発⽣した場合と，

10,000 個発⽣させた場合を考えてみよう。２つの場合について 1，2，3 の発⽣頻度に関す

るヒストグラムをそれぞれ描いたとき，頻度のばらつきがより⼩さくなるのは，乱数を

(  エ )個発⽣した場合である。また，乱数を(  エ )個発⽣させた場合に 1，2，3 の各値

が発⽣する頻度から計算した確率と，もう⼀つの場合において同様に計算された確率どう

しを⽐較すると，前者の確率が後者の確率に⽐べて(  オ )値をとることが考えられる。こ

のことから，乱数を発⽣する回数を多くした場合，分析対象の推定精度は(  カ )ことが予

想される。 

【解答群】 

（Ａ）エミュレーション （Ｂ）シミュレーション（Ｃ）モンテカルロシミュレーション 

（Ｄ）正規 （Ｅ）⼀様 (Ｆ）10 （Ｇ）10,000 ( H ) 1/3 により近い  

( I) 1/3 からより離れた（ J ) 悪化する ( K ) 向上する  

( L ) 発⽣回数とは無関係となる 
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A：そっかあ。ひざは⼤丈夫？こっちは，コーチが突然，「今⽇はトレーニングデーにする」
とか⾔い出して，もうへとへとだよ。帰りの電⾞でもほとんど寝てた。そうしたら，C
くんから「宿題あった？」と連絡がきたんだけど，⾯倒だから「ないよ」と答えておい
た。ところで，宿題はあった？ 

B：今⽇は宿題ないよ。ひざも⼤丈夫。来週からは，部活していいって。 
A：よかった。C くんに嘘をつくところだった。ひざも⼤丈夫でよかった。今年こそ勝と

う。 
B：おう，がんばろう。全国いくぞ！！ 

 

【解答群】 

ア. 無責任な発⾔をしない イ. 他⼈の個⼈情報をながさない 

ウ. 他⼈を誹謗中傷しない エ. デマ情報をながさない 

オ. 他⼈を攻撃した発⾔をしない 
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になるかを答えなさい。解答欄には，その理由についても書きなさい。 

 

問５ 太郎君が考えたメッセージのやり取り⽅法による，情報セキュリティ上の問題点を

説明しなさい。また，どのようにすれば，より安全に秘密のメッセージを花⼦さんに

伝えることができるかについても説明しなさい。 
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S：わかりました。 
 
【関数の説明】 

要素数(配列)･･･配列の要素数を返す 
例：Data = [10,20,30,20,15]の時 

要素数(Data)は 5 を返す 

 

S さんは，先⽣（T）の提案を受けて，以下に⽰すプログラムを作成した。先⽣の指⽰に

従って，最低温度 saitei_ondo の初期値には (イ) を，最⾼温度 saiko_ondo の初期値には      

（ウ）を設定した（02 ⾏⽬）。そして，saitei_ondo および saiko_ondo を配列 Ondo の各要

素と⽐較してこれらの値を更新（06〜09 ⾏⽬）している。変数 goukei には，平均温度の算

出に⽤いる観測値の合計が繰り返し（05〜10 ⾏⽬）の中で計算されて⼊るようにした。 

 
⼀⽇の観測値から最低温度，最⾼温度，平均温度を算出するプログラム 

 

(01) Ondo = [12.3,12.8,13.0,・・・省略・・・,14.3,13.2,12.5] 

(02) saitei_ondo = (イ) ，saiko_ondo =（ウ） 

(03) goukei = 0 

(04) yousosu = 要素数(Ondo) 

(05) i を（エ）1 ずつ増やしながら繰り返す： 

(06) ｜ もし（オ）ならば： 

(07) ｜ ⎿ saitei_ondo =（カ） 

(08) ｜ もし（キ）ならば： 

(09) ｜ ⎿ saiko_ondo =（ク） 

(10) ⎿ goukei =（ケ） 

(11) 表⽰する（“最低温度は”, saitei_ondo, “度”） 

(12) 表⽰する（“最⾼温度は”, saiko_ondo, “度”） 

(13) 表⽰する（“平均温度は”, （コ）, “度”） 
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【（ア）の解答群】 

（A）予測できなくなる（B）多くなる（C）少なくなる（D）⼀定になる 

【（イ），（ウ）の解答群】 

（A）0 （B）30 （C） -100 （D）100 （E）-10 

【（エ）の解答群】 

（A）0 から yousosu まで （B）1 から yousosu まで （C）1 から yousosu - 1 まで  

（D）0 から yousosu-1 まで 

【（オ）の解答群】 

（A）saitei_ondo > Ondo[i] （B）saitei_ondo < Ondo[i] （C）saitei_ondo == Ondo[i] 

【（カ）の解答群】 

（A）Ondo[i] （B）saitei_ondo - Ondo[i] （C）saitei_ondo + Ondo[i] 

【（キ）の解答群】 

（A）saiko_ondo > Ondo[i] （B）saiko_ondo < Ondo[i] （C）saiko_ondo == Ondo[i] 

【（ク）の解答群】 

（A）Ondo[i] （B）saiko_ondo - Ondo[i] （C）saiko_ondo + Ondo[i] 

【（ケ）の解答群】 

（A）Ondo[i] （B）goukei - Ondo[i] （C）goukei + Ondo[i] 

【（コ）の解答群】 

（A）goukei／yousosu （B）goukei／(yousosu - 1) （C）goukei／(yousosu + 1)  

（D）goukei＊yousosu （E）goukei＊(yousosu - 1) （F）goukei＊(yousosu + 1) 

 

問２ 次の⽣徒（S）と先⽣（T）の会話⽂を読み，空欄（サ）から（ス）に⼊れるのに最も

適当なものを，後の解答群のうちから１つずつ選び，記号で答えなさい。 

 

T：⼀⽇の全観測値から，最低温度，最⾼温度，平均温度を計算するプログラムができまし

た。このプログラムを変更して，機能を追加してみましょう。たとえば，観測値を１つ

置きや２つ置きに⽤いて計算するのはどうですか。これにより，観測間隔を⻑くしたと

きの結果を予想することができます。 

S：⾯⽩いので挑戦します。実現⽅法について，アドバイスをください。 
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T：これを実現する⽅法の１つとして，0 以外の整数 m を導⼊し，配列 Ondo の添字 i を m

で割った時の余りが 0 の場合に，配列 Ondo の要素 Ondo[i]を⽤いるという⽅法が考え

られます。まずは整数 m を 2 としてみましょう。この場合は，⼀つ置きに観測値（配列

Ondo の要素）を⽤いて計算することになります。また，整数同⼠の演算では『÷』で

商，『%』で余りが計算できますので，これを使いましょう。 

 平均温度を計算するときに注意することは，温度の合計 goukei を求めるのに使った観

測値の個数 kosu を間違えずに数えることです。合計 goukei を更新するたびに，個数

kosu を更新する⽅法がお勧めです。 

S：以下に⽰すプログラムができました。新たに追加したのは，個数 kosu および整数 m の

導⼊と初期化（05 ⾏⽬），温度の計算に⽤いる観測値か否かを判断するところ（07 ⾏

⽬），そして個数 kosu を更新するところ（13 ⾏⽬）です。また，平均温度の計算式（16

⾏⽬）を変更しました。 

 

変更後の最低温度，最⾼温度，平均温度を算出するプログラム 

 

(01) Ondo = [12.3,12.8,13.0,・・・省略・・・,14.3,13.2,12.5] 

(02) saitei_ondo =  (イ) ，saiko_ondo =  (ウ)  

(03) goukei = 0 

(04) yousosu = 要素数(Ondo) 

(05) kosu = 0, m = 2 

(06) i を (エ) １ずつ増やしながら繰り返す： 

(07) ｜ もし  (サ)   ならば： 

(08) ｜  ｜ もし  （オ)   ならば： 

(09) ｜  ｜  ⎿ saitei_ondo =  (カ)   

(10) ｜  ｜ もし  (キ)   ならば： 

(11) ｜  ｜  ⎿ saiko_ondo =  (ク)   

(12) ｜  ｜ goukei =  (ケ)   

(13) ⎿  ⎿ kosu =  (シ)   

(14) 表⽰する（“最低温度は”, saitei_ondo, “度”） 
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(15) 表⽰する（“最⾼温度は”, saiko_ondo, “度”） 

(16) 表⽰する（“平均温度は”,  (ス)   , “度”） 

 

【（サ）の解答群】 

（A）i % m (B）i % m == 0 (C）m % i == 0 (D）i ÷ m == 0 (E) i ÷ m 

（F）m ÷ i 

【（シ）の解答群】 

（A）kosu + Ondo[i] (B) kosu + m (C）kosu + 1 (D）kosu % m 

【（ス）の解答群】 

（A）goukei／kosu (B）goukei／(kosu - 1)  (C）goukei／(yousosu - kosu) 

（D）goukei＊kosu (E）goukei＊(kosu - 1)  (F）goukei＊(yousosu - kosu) 
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以下の(A)から(E)は，上記のヒストグラムに基づく A 君の考察である。この中で，上記 

の結果からは明らかにいえないものを１つ選び，記号で答えなさい。 

 

(A) 2023 年８⽉の気温に関する分布の平均値は，2022 年８⽉の分布の平均値よりも上昇し

たと考えられる 

(B) 2023 年８⽉の分布に関する最⾼気温は，2022 年８⽉における最⾼気温よりも３度以上

⾼くなった 

(C) 2022 年８⽉と 2023 年 8 ⽉のそれぞれのヒストグラムにおいて，25 度以下である観測

値の発⽣頻度を⽐較すると，2023 年の⽅が 2022 年よりも低くなった 

(D) 2023 年８⽉のヒストグラムをみると，最頻値より⼤きくなる観測値の発⽣頻度は，最

頻値より⼩さくなる観測値の発⽣頻度よりも低くなっている 

(E) 2023 年８⽉と 2022 年８⽉のヒストグラムを⽐較すると，2023 年の観測値は 2022 年の

観測値に⽐べて，ばらつきがやや⼤きいことが考えられる 

 

問 3 問 2 で⽤いた観測データより，A 君は 2023 年 8 ⽉ 1 ⽇の気温−2022 年 8 ⽉ 1 ⽇の

気温，… と，2023 年 8 ⽉の各⽇における観測値から，2022 年 8 ⽇の同⽇における観

測値を引いた値に関する 31 個のデータを作成した。この差に関するデータに基づいて

描いた箱ひげ図を以下に⽰す。縦軸は上記の気温差(単位は度)を⽰し，丸い点は外れ値

を意味する。 
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箱ひげ図に基づいて A 君が⾏った考察を以下の(A)から(E)に⽰す。この中で，誤って 

いるものを１つ選び，記号で答えなさい。 

 

(A) 気温差の分布に関する中央値は正値となるから，2022 年 8 ⽉から 2023 年 8 ⽉にかけ

ての 1 年間に気温が上昇した傾向が認められる 

(B) 「箱」の下端と上端に該当する範囲(おおよそ 2 以上 6 以下の範囲)に気温差の値が発⽣

する確率は，理論上 0.25 となる 

(C) 箱ひげ図において，「ひげ」の下端である L に該当する気温差の値は，気温差のデータ

に関する最⼩値と⼀致する 

(D) 外れ値の状況より，2022 年 8 ⽉の各⽇に発⽣するとは考えにくい観測値が，2023 年 8

⽉の同⽇において発⽣した可能性がある 

(E) 2023 年 8 ⽉の各⽇における気温が 2022 年 8 ⽉の同⽇における気温よりも低くなる観

測値の頻度は，全体の 25 パーセント未満である 

 

問 4 2022 年 8 ⽉の各⽇の気温 𝑍 を横軸，2023 年 8 ⽉の同⽇における気温 𝑍 の値を縦軸

にとって散布図を描いたところ，下図のように，𝑍 と𝑍 の間に正の相関が認められるこ

とが観察された。そこで，A 君は表計算ソフトの「線形近似」に関する機能を⽤いて，

切⽚項のない回帰直線を散布図の上に描いた。下図はこの結果を⽰しており，実線は推

定された回帰直線，点線は𝑍 と𝑍 の値が⼀致する点を意味する。 
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また，「線形近似」機能を実⾏して得られた回帰直線の式は以下のようになった。 

𝑍 1.17・𝑍  

上記の結果について，以下の(1)と(2)に答えなさい。 
 

(1) 「𝑍 と𝑍 の間に正の相関が認められる」状況について説明したものを以下の(A)から(D)

に⽰す。この中から正しいものを全て選び，記号で答えなさい。 

 

(A) 散布図が⽰すデータの傾向は，傾きが正となる直線でよく表すことができる 

(B) 散布図が⽰すデータの傾向は，傾きが負となる直線でよく表すことができる 

(C) Z の値が⼤きくなるほど，Z の値も単調に⼤きくなるとは限らない 

(D) Z とZ の間には，原因と結果に基づく因果関係が必ず認められる 

 

(2) A 君が分析結果に基づいて⾏った評価を以下の(A)から(D)に⽰す。この中から，分析

結果からは正しいといえないものを 1 つ選び，記号で答えなさい。 

 

(A) 2022 年 8 ⽉の同⽇から 2023 年 8 ⽉の各⽇にかけて，気温が上昇した傾向にある 

(B)平均的にみると，2023 年 8 ⽉の各⽇における気温は，2022 年 8 ⽉の同⽇における気温

の約 1.17 倍に上昇したと理解できる 

(C)得られた回帰直線の結果を⽤いると，2022 年 8 ⽉のある⽇の気温が 23 度であったと

き，2023 年 8 ⽉の同⽇における気温は，おおよそ 26.9 度と推定される 

(D)もし，2022 年 8 ⽉に気温が 30 度となった⽇が観測された場合にも，得られた回帰直線

に代⼊して 2023 年 8 ⽉の気温を計算すれば，精度の良い推定値が得られることが期待

できる 
  








